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「今すでに」と「いまだなお」の間の緊張関係

A.シュバイツァー、徹底的終末論

黙示文学的預言者としてのイエスの発見

J.モルトマン、W.パネンベルク（1960年代）J
黙示文学的終末論の再評価

終末論の社会的次元の回復

モルトマン『希望の神学─キリスト教的終末論の基礎づ
けと帰結の研究』（原著1965年）

解放の神学、黒人神学などにおける終末論の再
評価

終末論の社会変革的次元の強調
13

切迫した神の国の到来を史的イエスに帰するこ
とが自明ではなくなってきた。

神の国の切迫性は、イエス伝承の編集者に遡るとい
う理解

神の国の非黙示文学的解釈の台頭。

J.D.クロッサンは現在的で「知恵志向的」
（sapiential）、かつ貧農を中心とする神の国運動に
イエスを位置づける。知恵の教師イエス。
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15

オウムによる地下鉄サリン事件（1995年）以降、
異常な行動を正当化してしまう異常な世界観と
して終末論がクローズアップされた。

参照：イスラーム過激派による自爆攻撃

オウムには 世界の「将来」を見定める「最終オウムには、世界の「将来」を見定める「最終
責任者」としての自負があった。

オウムはキリスト教の終末論（特に「ヨハネ黙
示録」）を利用していた。
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「個」の確立

自ら責任を負う「個」としての人間を発見する。
「個」の強度を育む。

社会の現実に対する批判的視座

社会変革的次元へのいざない

17

最終的な責任を自分以外の権威者や集団にゆだ
ねてしまう。

なぜ、高度な教育を受けた者たちが、オウム流
の終末論のとりこになってしまったのか？

オウムの終末論と、「教育家族」に潜在する終
末論は「共振」関係にある。

18
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「しっかり勉強しないと、よい学
校に入れない。よい学校に入れな
いと、よい就職ができない」と
いった人生行路が親から子に伝授いった人生行路が親から子に伝授
される。

親や教師は、子（生徒）の人生を
先取りし、将来を予言する、現代

の「予言者」である。
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「終わりのない日常」から脱するため。

終わりがない ≠ 先が見えない

先が見えすぎる社会＝「透明度の高い社会」（均質
性の高い社会）

差別構造が崩壊することを望むため。

戦争を望む若者たち。

参照：赤木智宏『若者を見殺しに
する国―私を戦争に向かわせるもの
は何か』双風舎、2007年。
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カタスト
ロフィー
願望

社会を変革する力として

「宗教は阿片である」（マルクス）のか？

解放の神学に代表される「耐え難き現実」を変える力

運命論（世俗化した終末論）への挑戦

社会的不平等（構造的暴力）、生物学的運命論（遺伝
子決定論）の拡大に対して

宗教多元社会における指針

死、病、テロなど人間の限界状況に対する理解と応答

特に、イスラームの終末論に対する理解

21

「『わたしがそれだ』と言って、多くの人を惑
わすだろう。戦争の騒ぎや戦争のうわさを聞い
ても、慌ててはいけない。そういうことは起こ
るに決まっているが、まだ世の終わりではな

（ ）い」（マルコ13:6-7）。

虚偽の「終わり」に抵抗し、多様かつ豊穣な
「終わり」の視点を獲得していく必要性。

22

芦名定道・小原克博『キリスト教と現代――終末思想
の歴史的展開』世界思想社、2001年。

ジョン・ドミニク・クロッサン『イエス――あるユダ
ヤ人貧農の革命的生涯』（太田修司訳）新教出版社、
1998年。

ユルゲン・モルトマン『希望の神学 キリスト教的ユルゲン・モルトマン『希望の神学――キリスト教的
終末論の基礎づけと帰結の研究』（高尾利数訳）新教
出版社、1978年。

ユルゲン・モルトマン『神の到来――キリスト教的終
末論』（蓮見和男訳）新教出版社、1996年。

リフトン、ロバート・Ｊ『終末と救済の幻想――オウ
ム真理教とは何か』（渡辺学訳）岩波書店、2000年。

池内恵『現代アラブの社会思想――終末論とイスラー
ム主義』講談社、2002年。
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